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…今年も１年間よろしくお願いいたします…

　

神
照
地
区
の
皆
様
方

に
は
、「
地
域
づ
く
り

協
議
会
」な
ら
び
に「
連

合
自
治
会
」
の
運
営
お
よ
び
諸
活
動
に
多
大

な
る
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
心
よ
り
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
当
地
域
の
各
構
成
団
体
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
日
々
様
々
な
活
動
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
た
り
、
常
日
頃
、
自

治
意
識
を
持
っ
て
、「
自
助
・
共
助
・
公
助
」

の
各
分
野
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
持
て
る
力
を
出

し
合
い
、
献
身
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い

た
り
し
て
い
ま
す
こ
と
に
敬
意
を
表
す
る
次

第
で
あ
り
ま
す
。

  

さ
て
、
今
日
、
防
犯
・
防
災
、
環
境
対
策

な
ど
地
域
に
お
け
る
課
題
が
増
大
、
多
様
化

し
て
お
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
動
の

重
要
性
が
再
認
識
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
既
に
ご
承
知
の
と
お
り
、

安
全
に
安
心
し
て
生
活
で
き
る
地
域
の
よ
り

ど
こ
ろ
と
し
て
、「
神
照
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
」
が
、
昨
年
４
月
よ
り
、
従
前
の
「
神

照
公
民
館
」
か
ら
変
更
さ
れ
新
た
に
始
動
し
、

「
神
照
地
区
地
域
づ
く
り
協
議
会
」
が
そ
の
運

営
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
づ
く
り
協
議
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
も

健
康
福
祉
活
動
、
防
災
防
犯
活
動
、
青
少
年

の
健
全
育
成
な
ど
の
公
共
的
な
活
動
を
担
っ

て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
そ
の
活
動
を

担
う
主
体
と
し
て
の
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
づ
く

り
協
議
会
が
、各
自
治
会
の
元
気
を
支
え
、「
地

域
の
つ
な
ぎ
役
」
と
し
て
様
々
な
地
域
活
動

へ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
な
ど
が
で
き
る
こ
と
も

重
要
で
あ
り
ま
す
。

　

身
近
な
地
域
を
、
安
全
・
安
心
な
住
み
よ

い
地
域
に
し
て
い
き
た
い
と
い
う
願
い
は
、

誰
し
も
の
願
い
で
も
あ
り
ま
す
。
地
域
の
各

家
庭
が
と
も
に
繋
が
り
、
知
り
合
っ
て
い
て
、

存
在
を
認
識
し
て
い
れ
ば
、
何
か
事
が
起
き

た
と
き
に
は
必
ず
「
良
い
方
向
」
へ
向
か
う

も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
と

き
に
支
え
合
う
人
が
い
る
こ
と
は
、
日
々
の

暮
ら
し
の
中
で
、
私
た
ち
に
と
っ
て
大
き
な

安
心
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
そ
う
し
た
、
住

み
よ
い
地
域
に
し
て
い
く
場
と
し
て
、
地
域

づ
く
り
協
議
会
が
、
そ
の
役
割
を
担
え
る
よ

う
に
努
め
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
笑
顔
で
と
も

に
支
え
合
う
安
全
・
安
心
な
地
域
づ
く
り
を

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
支
援
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

笑
顔
で
と
も
に
支
え
合
う
安
全
・
安
心
な
地
域
づ
く
り

地
域
づ
く
り
協
議
会
・
連
合
自
治
会
　
　
会
長
　
川
﨑
佐
剛
　

 

●
地
域
づ
く
り
協
議
会

　
　

会　
　

長	

川
﨑　

佐
剛

　
　

副
会
長	

竹
田　

修
一

	

金
澤　

了
吉

	

藤
本　

正
幸

　
　

事
務
局
長	

髙
田　

清
司

　
　

会　
　

計	

長
谷　

憲
芳

　
　

広　
　

報	

西
浜　

文
男

　
　

相
談
役	

奥
澤　

清
秀

　
　

理　
　

事	

山
田　

文
雄

	

国
友　

政
幸

	

小
倉　

昭
憲

	

伊
吹　

芳
郎

	

長
谷　

武
二

	

堀　
　

直
美

	

小
倉　

康
子

	

中
嶋　

重
子

	

田
中　

信
子

	

小
川　

信
行

	

下
山　

恵
美
子

	

宮
下　

喜
好

	

廣
田　

滋

	

土
田　

喜
嗣

	

八
木　

英
昭

	

伊
吹　

利
男

	

荒
川　

享
士

 

●
連
合
自
治
会

　

会　
　

長	

川
﨑　

佐
剛	

（
泉
）

　

副
会
長	

国
友　

政
幸	

（
国
友
東
）

	

山
田　

文
雄	

（
森
）

　

理　
　

事	

宮
田　

章	

（
保
田
）

	

高
田　

栄
一	

（
下
之
郷
東
）

	

前
田　

美
敏	

（
美
浜
）

	

近
藤　

洋
司	

（
北
新
西
）

	

田
中　

嘉
一	

（
八
幡
中
山
）

　

監　
　

事	

金
内　

仁	

（
北
新
東
）

	

宮
川　

俊
行	

（
神
照
東
）

　

自
治
会
長	

吉
井　

武
治	

（
川
崎
）

	

中
川　

栄
二	

（
山
階
）

	

井
上　

松
三	

（
口
分
田
）

	

辻　
　

和
男	

（
今
）

	

宮
村　

一
彦	

（
国
友
西
）

	

白
橋　

政
巳	

（
新
庄
寺
）

	

川
尻　

実　

	

（
新
庄
中
）

	

田
中　

吉
雄	

（
新
庄
馬
場
）

	

宮
村　

博　

	

（
小
沢
）

	

小
倉　

眞
二	

（
下
之
郷
中
）

	

西
島　

修　

	

（
下
之
郷
西
）

	

金
澤　

雄
一	

（
相
撲
）

	

細
江　

正
昭	

（
相
撲
西
）

	

山
下　

治
美	

（
緑
ヶ
浜
）

	

川
﨑　

雅
弘	

（
上
祇
園
）

	

西
嶋　

顯
二	

（
祇
園
元
）

	

川
口　

久
和	

（
列
見
）

	

冨
田　

英
俊	

（
十
里
）

	

中
川　

修　

	

（
十
里
南
新
）

	

治
村　

一
宏	

（
北
新
南
）

	

安
藤　

和
之	

（
北
新
北
）

	

野
辺　

真
次	

（
北
新
暁
）

	

川
瀬　

誠	

（
神
照
西
）

	

竹
田　

登
美
子	

（
シ
テ
ィ
ラ
イ
フ
）

	

林　
　

献
次	

（
八
幡
中
山
栄
）

	

籾
山　

一
芳	

（
中
山
）

	

米
田　

利
征	

（
分
木
）
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野
山
も
新
緑
を
整
え
、
活

力
み
な
ぎ
る
季
節
と
な
り
ま

し
た
。

　

平
素
は
神
照
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
に
対
し
、
格

別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
衷
心
よ
り
厚
く
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

お
陰
を
持
ち
ま
し
て
昨
年
度
は
、
地
区
社
協
が
実

施
し
ま
し
た
諸
行
事
に
地
域
の
皆
様
方
の
ご
参
加
を

得
て
、
そ
の
全
て
が
無
事
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
れ
ひ
と
え
に
皆
様
方
の
賜
と
厚
く
御
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
た
ち
社
協
が
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
い
ま
す
「
あ

た
た
か
な　

つ
な
が
り
が
活
き
る
ま
ち　

神
照
」
の

推
進
に
向
け
、
遅
々
た
る
一
歩
が
踏
み
出
せ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
今
日
的
福
祉
課
題
も
数
多
く
、
近

年
は
「
少
子
高
齢
化
」
の
波
が
こ
の
神
照
地
域
に

も
徐
々
に
押
し
寄
せ
、
地
区
内
の
六
五
歳
以
上
の

高
齢
者
人
口
が
約
四
〇
〇
〇
人
（
高
齢
化
率
が
約

二
十
・
八
％
）、
そ
の
う
ち
、
八
〇
歳
以
上
の
方
が
約

三
割
（
一
二
〇
〇
人
）
に
達
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
殆
ど
の
町
内
が
年
少
人
口
よ
り
も
高
齢
者

人
口
が
増
さ
り
、
ま
さ
し
く
人
口
逆
転
現
象
が
現
実

に
起
き
て
き
て
い
ま
す
。

　

推
察
す
る
に
、
町
に
よ
っ
て
は
自
治
会
活
動
や
地

域
活
動
に
少
な
か
ら
ず
そ
の
影
響
が
出
始
め
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
り
、
こ
の
流
れ
で
五
年
・
十
年
先
を
見

通
す
と
大
変
な
状
況
に
な
る
こ
と
は
一
目
瞭
然
で
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
今
一
度
「
子
ど
も
た
ち
は

地
域
の
宝
、
高
齢
者
は
地
域
の
財
産
」
と
し
て
の
認

識
を
あ
ら
た
に
し
、
福
祉
の
現
状
と
課
題
を
改
め
て

足
下
か
ら
見
直
し
、
そ
の
解
決
に
向
け
て
の
協
議
を

図
り
な
が
ら
、
地
域
福
祉
が
文
字
通
り
隅
々
ま
で
行

き
渡
る
「
草
の
根
福
祉
」
の
更
な
る
推
進
が
、
今
ま

さ
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

具
体
的
な
方
策
と
し
て
は
、
福
祉
活
動
の
基
本
と

な
る
「
自
助
・
互
助
・
公
助
」
の
精
神
を
基
盤
に
お

い
て
、

一
、
福
祉
懇
談
会
や
見
守
り
活
動
の
実
施　

一
、�

高
齢
者
、
と
り
わ
け
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り

の
声
か
け
や
友
愛
訪
問

一
、�

子
ど
も
・
高
齢
者
の
居
場
所
づ
く
り
（
サ
ロ
ン

活
動
）
や
命
の
バ
ト
ン
の
推
進　

等
、

自
治
会
・
民
生
児
童
委
員
・
福
祉
委
員
制
度
の
機
能

を
活
か
し
、
地
区
社
協
と
一
体
と
な
っ
て
推
進
し
て

い
く
こ
と
が
何
よ
り
も
肝
要
と
考
え
ま
す
。

　

地
域
の
皆
様
方
に
は
今
後
何
か
と
お
世
話
に
な
り

ま
す
が
、
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
・
ご
支
援

を
賜
り
ま
す
よ
う
、
切
に
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

「
草
の
根
福
祉
」
の
更
な
る
推
進
を
め
ざ
し
て

神
照
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
　
　
会
長
　
小
倉
昭
憲
　

 

●
福
祉
委
員

吉
井　

松
代	

（
川
崎
）

中
川　

治
朗	

（
山
階
）

山
階　

賢
恵	

（
口
分
田
）

宮
田　

勝
之	

（
保
田
）

中
谷　

重
子	

（
今
）

西
嶋　

傳
一
郎	

（
国
友
）

高
木　

幸
男	

（
泉
）

大
堀　

喜
代
子	

（
新
庄
寺
）

水
上　

晋
也	

（
新
庄
中
）

服
部　

美
智
子	

（
新
庄
馬
場
）

宮
村　

昭
男	

（
小
沢
）

髙
田　

さ
よ
子	

（
下
之
郷
東
）

宮
川　

忠
治	

（
下
之
郷
中
）

西
島　

修	

（
下
之
郷
西
）

木
下　

昌
大	

（
森
）

藤
田　

清
和	

（
相
撲
）

中
村　

紀
子	

（
相
撲
西
）

押
谷　

儀
一	

（
美
浜
）

佐
藤　

和
夫	

（
緑
ヶ
浜
）

川
﨑　

雅
弘	

（
上
祇
園
）

草
野　

資
朗	

（
祇
園
元
）

新
口　

し
ず
子	

（
列
見
）

西
澤　

二
三
子	

（
十
里
）

冨
永　

敏
子	

（
十
里
南
新
）

岡
本　

博	

（
北
新
東
）

堀
田　

孝
内	

（
北
新
西
）

坂
口　

利
廣	

（
北
新
南
）

小
倉　

正
弘	

（
北
新
北
）

藤
田　

正
二	

（
北
新
暁
）

平
塚　

ひ
と
み	

（
神
照
東
）

川
瀬　

清
美	

（
神
照
西
）

川
島　

典
子	

（
神
照
西
）

堂
守　

文
代	

（
シ
テ
ィ
ラ
イ
フ
）

京
谷　

綠	

（
八
幡
中
山
）

徳
田　

正
千
代	

（
八
幡
中
山
）

林　

献
次	

（
八
幡
中
山
栄
）

矢
野　

直
子	

（
中
山
）

川
﨑　

榮
三	
（
分
木
）

長 浜 市 健 康 推 進 課 よ り お 知 ら せ

地域で受けよう特定健診！
	 特定健診の申込み…長浜市役所　健康推進課　TEL：65 - 7 7 5 9
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日
頃
か
ら
地
域
に
お
住
ま

い
の
皆
様
に
は
神
照
地
域
人

権
学
習
協
議
会
に
対
し
ま
し

て
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜

り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

こ
の
度
、
神
照
地
域
人
権

学
習
協
議
会
の
会
長
を
務
め

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
堀
と

申
し
ま
す
。
何
分
経
験
も
浅

く
、
そ
の
よ
う
な
器
で
あ
り

ま
せ
ん
が
、
地
域
の
皆
さ
ま

の
ご
協
力
、
ご
指
導
を
頂
き

職
責
を
果
た
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

昨
年
も
各
自
治
会
で
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
人

権
学
習
会
に
は
多
く
の
皆
様

に
参
加
頂
き
「
人
権
」
の
大

切
さ
を
学
ん
で
頂
き
ま
し
た
。

　

さ
て
、「
人
権
」
と
は
、
私

た
ち
が
人
間
ら
し
く
生
き
る

た
め
の
権
利
で
、
人
種
や
民

族
、
性
別
な
ど
の
違
い
を
超

え
て
、
万
人
に
共
通
し
た
一

人
ひ
と
り
に
備
わ
っ
た
権
利

で
す
。
し
か
し
、
と
も
す
れ

ば
私
た
ち
は
「
人
権
は
や
や

こ
し
い
、
む
ず
か
し
い
も
の
」

と
思
い
が
ち
で
す
。
そ
の
た

め
、
日
常
生
活
で
、
人
権
に

つ
い
て
意
識
し
た
り
考
え
た

り
す
る
こ
と
を
つ
い
つ
い
避

け
て
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

私
た
ち
の
日
常
生
活
に

は
、
家
庭
・
地
域
・
職
場
・

学
校
な
ど
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
場
面
に
応
じ
た
判
断
が

さ
ま
ざ
ま
に
あ
り
ま
す
。
そ

の
中
で
、
最
優
先
さ
れ
る
基

本
ル
ー
ル
と
し
て
、
誰
も
が

人
権
を
意
識
す
る
よ
う
に
な

れ
ば
、
人
権
が
私
た
ち
の
日

常
生
活
の
中
に
「
文
化
」
と

し
て
定
着
し
て
い
く
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
年
も
各
自
治
会
で
開
催

し
て
い
た
だ
き
ま
す
人
権
学

習
会
は
、
身
近
な
と
こ
ろ
で

人
権
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と

が
出
来
る
機
会
で
あ
り
ま

す
。
是
非
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

今
後
と
も
神
照
地
域
人
権

学
習
協
議
会
に
対
し
ま
し

て
、
皆
様
の
ご
協
力
を
頂
き

ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
は
、
青
少
年
育

成
事
業
に
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

次
世
代
を
担
う
青
少

年
が
将
来
に
夢
と
希
望

を
持
ち
心
豊
か
に
、
優

し
く
た
く
ま
し
く
成
長

す
る
こ
と
は
私
た
ち
み

ん
な
の
願
い
で
す
。

　

し
か
し
、
少
子
高
齢

化
の
進
行
、
価
値
観
や

情
報
の
多
様
化
な
ど
、

青
少
年
を
取
り
巻
く
環

境
は
著
し
く
変
化
し
て

き
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
状
況
の
中
で

子
ど
も
達
に
や
さ
し
く

た
く
ま
し
く
成
長
し
て

も
ら
え
る
に
は
、
大
人

が
誠
実
に
力
強
く
生
き

る
姿
を
魅
せ
る
こ
と
も

大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

神
照
地
区
青
少
年
育

成
会
議
に
お
い
て
は
、

春
に
は
稲
の
苗
植
え
や

さ
つ
ま
い
も
の
苗
植

え
、
秋
に
は
デ
イ
キ
ャ

ン
プ
、
年
末
に
は
、
収

穫
祭
や
し
め
縄
づ
く
り

等
、
様
々
な
行
事
の
体

験
を
通
じ
て
、
未
来
あ

る
青
少
年
達
が
、
将
来

に
向
け
て
自
立
で
き
る

力
を
育
む
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
皆
様
方
の
連

携
・
協
力
を
頂
き
な

が
ら
事
業
を
進
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

み
ん
な
で
考
え
る
人
権

神
照
地
域
人
権
学
習
協
議
会
　
会
長
　
堀
　
直
美
　

青
少
年
の
成
長
を
願
っ
て

神
照
地
区
青
少
年
育
成
会
議
　
会
長
　
長
谷
　
武
二
　

 

●
人
権
学
習
各
町
推
進
員

中
井　

修	

（
川
崎
）

小
川　

明	

（
山
階
）

井
上　

松
三	

（
口
分
田
）

大
谷　

和
弘	

（
保
田
）

中
川　

辰
雄	

（
今
）

国
友　

章	

（
国
友
東
）

富
岡　

晃	

（
国
友
西
）

小
林　

辰
之	

（
泉
）

今
井　

主
税	

（
新
庄
寺
）

中
川　

健
一	

（
新
庄
中
）

川
上　

清
八
郎	

（
新
庄
馬
場
）

宮
村　

昭
男	

（
小
沢
）

髙
田　

栄
一	

（
下
之
郷
東
）

野
坂　

和
也	

（
下
之
郷
中
）

西
島　

修	

（
下
之
郷
西
）

澤
田　

正
治	

（
森
）

北
川　

博	

（
相
撲
）

藤
田　

勇
人	

（
相
撲
西
）

山
田　

功	

（
美
浜
）

佐
藤　

和
夫	

（
緑
ヶ
浜
）

河
崎　

基
樹	

（
上
祇
園
）

大
槻　

成	

（
祇
園
元
）

小
川　

泉
太
郎	

（
列
見
）

西
澤　

一
弘	
（
十
里
）

杉
本　

英
一	
（
十
里
南
新
）

廣
部　

恵
一	

（
北
新
東
）

近
藤　

洋
司	

（
北
新
西
）

若
山　

彰	

（
北
新
南
）

小
倉　

正
弘	

（
北
新
北
）

野
辺　

真
次	

（
北
新
暁
）

北
川　

豊	

（
神
照
東
）

川
瀬　

一
輝	

（
神
照
西
）

赤
尾　

三
佐
子	

（
シ
テ
ィ
ラ
イ
フ
）

石
地　

隆
司	

（
八
幡
中
山
）

中
村　

彰
男	

（
八
幡
中
山
栄
）

伊
藤　

正
夫	

（
中
山
）

西
澤　

幸
治	

（
分
木
）

 

●
青
少
年
推
進
員

吉
井　

勝
之	

（
川
崎
）

中
川　

栄
二	

（
山
階
）

吉
田　

繁
和	

（
口
分
田
）

宮
田　

和
正	

（
保
田
）

中
川　

辰
雄	

（
今
）

川
瀬　

邦
生	

（
国
友
東
）

吉
田　

浩
之	

（
国
友
西
）

上
田　

昌
孝	

（
泉
）

白
橋　

政
巳	

（
新
庄
寺
）

堤　
　

義
洋	

（
新
庄
中
）

福
永　

泰
也	

（
新
庄
馬
場
）

宮
村　

昭
男	

（
小
沢
）

髙
田　

光
規	

（
下
之
郷
東
）

下
山　

彰
男	

（
下
之
郷
中
）

西
島　

修	

（
下
之
郷
西
）

澤
田　

正
治	

（
森
）

藤
居　

新
吾	

（
相
撲
）

細
江　

正
昭	

（
相
撲
西
）

山
田　

栄
子	

（
美
浜
）

水
上　

貞
義	

（
緑
ヶ
浜
）

堀　

直
美	

（
上
祇
園
）

伊
吹　

圭
司	

（
祇
園
元
）

畑
澤　

隆
彰	

（
列
見
）

西
澤　

文
晶	

（
十
里
）

今
井　

耕
治	

（
十
里
南
新
）

藤
田　

誠
一	

（
北
新
東
）

近
藤　

洋
司	

（
北
新
西
）

山
下　

美
樹	

（
北
新
南
）

安
藤　

和
之	

（
北
新
北
）

野
辺　

真
次	

（
北
新
暁
）

川
村　

孝
彦	

（
神
照
東
）

川
瀬　

智
久	

（
神
照
西
）

山
口　

幸
雄	

（
シ
テ
ィ
ラ
イ
フ
）

田
中　

嘉
一	

（
八
幡
中
山
）

中
村　

彰
男	

（
八
幡
中
山
栄
）

川
地　

宏
光	

（
中
山
）

脇
坂　

秀
明	

（
分
木
）
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神照地区地域づくり協議会　組織図

評　議　委　員　会（総会）

理　事　会
各自治会長、各種団体代表者等（80 名以内）

総務企画部

・事業の企画・運営の調整

・広報活動の推進

・人材の発掘、育成

・神照寺の環境整備

安全環境部

・災害に即応できるひとづくり
・児童「見送り隊」「出迎え隊」

への支援
・クリーン大作戦の実施
・交通危険箇所の改善

・防犯活動の実施
・長浜市災害頭上訓練

（マップ作成）

健康福祉部

・地域福祉の推進
・サロン交流活動の充実

・健康つくりの推進
・生活弱者への支援活動
・見守り支援体制の確立
・かみてるこども広場

の実施

体育文化部

・文化事業の実施

・スポーツ事業の実施

・名所・旧跡の再発見

・伝統行事の掘起し

青少年育成部
部会長
副部会長（２名）

企画担当

　―　部　会　員　―
・各部門の部長・副部長
・連合自治会副会長
・自治会長
・公募者

★講演会
★広報活動
★要望書

部会長
副部会長（２名）

企画担当

　―　部　会　員　―
・消防団第３分団
・老人クラブ連合会
・民生委員児童委員協議会
・社会福祉協議会
・人権学習協議会
・身体障害者福祉協会
・更正保護女性会
・長浜赤十字奉仕団
・自治会長
・公募者

★防災・防犯
　・消防操法訓練
　・火災防災訓練
　・新任消防団員訓練
　・年末特別警戒
　・消防出初式等

部会長
副部会長（２名）

企画担当

　―　部　会　員　―
・老人クラブ連合会
・民生委員児童委員協議会
・社会福祉協議会
・人権学習協議会
・身体障害者福祉協会
・更正保護女性会
・長浜赤十字奉仕団
・母子福祉のぞみ会
・健康推進員協議会
・神ゆうくらぶ
・自治会長
・公募者

★ふれあい交流
★人権福祉講演会
★歳末慰問
★人権研修会
★福祉委員研修会

部会長
副部会長（２名）

企画担当

　―　部　会　員　―
・連合自治会副会長
・神照まちづくり
　 センター事業部長会
・神照まちづくり
　 センターサークル
・スポーツ推進委員
・自治会長
・公募者

★運動会
★神照ふれあい
　フェスティバル
★ソフトボール・
　ビーチボール大会

部会長
副部会長（２名）

企画担当

　―　部　会　員　―
・青少年育成会議
・更正保護女性会
・自治会長
・公募者

★環境体験事業
（さつまいも・もち米
  の苗植え～収穫まで
  デイキャンプ）
★子供安全マップ作成

・環境体験事業

・子どもの体力増進と

ふれあい交流

・安全マップづくり

総務企画部

安全環境部

健康福祉部

体育文化部

青少年育成部
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これからの予定

編 集 後 記
　新年度を迎え、各種団体の新年度への活動がスタートしています。「神照地区地域づくり協議会」
の評議委員会 (総会 ) が開催され、昨年度の事業報告並びに関連収支決算報告と新年度事業計画・
予算・役員改選の承認等が行われました。
　新年度より、「広報かみてる」の発行回数を 3回から 4回に増し、みなさまへの発信とさせてい
ただきます。
　昨年度末に神照まちづくりセンターの情報発信として、ホームページの開設を致しました。「神
照地域づくり協議会」の最新情報、広報活動をタイムリーにお届け出来るよう努めてまいります
ので皆様のご利用をお願いします。ご意見等もお待ちしております。ホームページアドレスは本
誌表紙下部をご覧ください。

神照地区地域づくり協議会　広報委員会

かみてる こども広場（子ども食堂）について
　「かみてるこども広場」（子ども食堂）も二年目を迎え、より一層地域の子どもをはじめ多く

の方に親しんでいただけるよう内容を充実し、また開催回数も増やしていきます。皆さんのご

支援ご協力をお願いします。　　　　　　　　　　　　　　　　　神照地区地域づくり協議会
今後の予定　実施日（計画）

６月２日（土） ７月 28日（土） ８月 18日（土）
10月 14日（日） 12月 15日（土） ３月 23日（土）

開催時間　１０：００　～　１３：００

内　　容　……　遊ぶ、つくる、学ぶ、食事（昼食）
対　　象　……　神照小・北小の児童（先着５０名）
申込み先　……　神照まちづくりセンター

～ お し ら せ ～
地域活力プランナーが４月より

変わりました
プランナー　髙田　清司　氏

※�神照地区民生・児童委員協議会の会議の
場で「認知症にやさしいまちづくり」に
向け、認知症の理解者を増やす為の協力
や支援を依頼しているプランナー

第 49 回 神照親善ソフトボール大会
日 時 … 平成 30年 9月 23日（日）
場 所 … 神照小　北小運動場

神照地区青少年育成会議 親子のつどい
日 時 … 平成 30年８月４日（土）
場 所 … 神照小体育館

詳しいことは、
神照まちづくりセンター
にご連絡を！
電話 62－ 0265
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